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1976年 4月 早稲田大学高等学院教諭（1989年 3月まで）
1989年 4月 早稲田大学社会科学研究所専任講師（1991年 3月まで）
1991年 4月 早稲田大学社会科学研究所助教授（1996年 3月まで）
1996年 4月 早稲田大学社会科学研究所教授（1997年 6月まで）
1997年 7月 早稲田大学アジア太平洋研究センター教授（2002年 3月まで）
2002年 4月 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教授（2019年 3月まで）
1982年 11月 早稲田大学高等学院教務担当教務副主任（1984年 11月まで）
1986年 11月 早稲田大学高等学院生徒担当教務主任（1988年 11月まで）
1987年 2月 早稲田大学社会科学研究所兼任研究員（1989年 3月まで）
1995年 4月 桜美林大学経済学部非常勤講師（1995年 9月まで）
1995年 4月 経済教育研究協会評議員（1997年 3月まで）
1995年 6月 中国南開大学経済研究所特聘研究員（1998年 6月まで）
1996年 4月 オーストラリア国立大学日豪研究センター客員研究員（1997年 3月まで）
1996年 4月 早稲田大学商議員（1997年 11月まで）
1998年 4月  早稲田大学大学院アジア太平洋研究科アカデミック・アドバイザー（2000年 9月まで）
1998年 11月 経済学教育学会代表幹事（会長）（1999年 11月まで）
1999年 2月 富山大学教育学部非常勤講師（1999年 3月まで）
1999年 3月 オーストラリア国立大学日豪研究センター客員研究員（1999年 3月）
2002年 5月 東北公益文科大学ニュージーランド研究所学外研究員（現在に至る）
2002年 7月 早稲田大学評議員（2006年 6月まで）
2002年 10月 オークランド大学ニュージーランド・アジア研究所客員教授（2003年 9月まで）
2009年 10月 中国武漢大学客座教授（2011年 10月まで）
2004年 4月 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科国際関係学専攻専攻主任（2007年 3月まで）
2007年 4月 早稲田大学大学院アジア太平洋研究科教務主任（2008年 9月まで）
2008年 6月 日本ニュージーランド学会会長（2012年 6月まで）
2008年 9月  早稲田大学大学院アジア太平洋研究科研究科長：早稲田大学アジア太平洋研究センター所長
（2010年 9月まで）
2013年 4月 オークランド大学ニュージーランド・アジア研究所訪問学者（2014年 3月まで）
2014年 6月 日本ニュージーランド学会会長（2018年 6月まで）
2014年 9月 早稲田大学アジア太平洋研究センター副所長（2016年 9月まで）
2016年 7月 早稲田大学評議員（2018年 6月まで）
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論文：「単記移譲式比例代表制の技術的考察」，『研究年誌』第 30号，早稲田大学高等学院， 1986年 3月，240～
270頁
研究ノート：「各国の選挙制度」，『経済教育』第 10巻第 1号，経済教育研究協会，1986年 4月，10～13頁
研究ノート：「西ドイツの教育（上）」，『経済教育』第 10巻第 5号，経済教育研究協会，1986年 8月，6～8頁
研究ノート：「西ドイツの教育（中）」，『経済教育』第 10巻第 6号，経済教育研究協会，1986年 9月，5～7頁
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学会報告：「選挙制度の教え方：コンピュータを用いて（自由研究発表第 6分科会午後 5）」，第 39回日本社会科
教育学会・第 38回全国社会科教育学会・合同研究大会，上越教育大学，1989年 8月 20日
翻訳：「高校生の経済学習のための戦略：第 21課特化と貿易の利益」，『経済教育』第 13巻第 7号，経済教育研究
協会，1989年 10月，7～10頁
















翻訳・解説：「高校生に国際経済を教えるための戦略（第 1課：経済学的考え方）」，『経済教育』第 14巻第 2号，
経済教育研究協会，1990年 5月，1～9頁
評論：「各国の選挙制度について」，『世界と議会』第 325号，尾崎行雄記念財団，1990年 6月，14～18頁








問題研究所創設 30周年記念日中シンポジウム，早稲田大学社会科学研究所，1990年 7月 16日
共著：『「第 1回経済理解力テスト」報告書（研究資料 21）』，経済教育研究協会，1990年 8月，25頁【阿部信太郎，
新井明，蔵方耕一，栗原久，高橋順一，立石武則，原澤茂則】
評論：「第 1回『経済理解力テスト』実施と結果について」，『「第 1回経済理解力テスト」報告書（研究資料 21
号）』，経済教育研究協会，1990年 8月，11～15頁
評論：「日本社会の特徴とその再検討」，『世界と議会』第 327号，尾崎行雄記念財団，1990年 8月，38～39頁
翻訳：「高校生に国際経済を教えるための戦略（第 4課：特化と貿易の利益）」，『経済教育』第 14巻第 5号，経済
教育研究協会，1990年 8月，7～11頁








国際経済学会・第 49回全国大会，立命館大学衣笠学舎存心館，1990年 10月 21日
学会報告（共同）：「経済理解力テストの実施とその結果について（自由研究発表 II-8-5）」，日本社会科教育学会・
第 40回全国研究大会，筑波大学，1990年 10月 28日【新井明，栗原久，阿部信太郎】
共著：『大隈重信「東西文明之調和」を読む（フマニタス選書 30）』，北樹出版，1990年 11月，141頁【峰島旭雄，
小泉仰，丸野稔，谷中信一，増田与，依田憙家】




































て（自由研究発表 II-5）」，日本社会科教育学会・第 41回全国研究大会，信州大学教育学部，1991年 10月 13
日【阿部信太郎】





















学会報告（共同）：「高校生の経済理解力に関する調査：第 2回経済理解力テスト（自由研究発表第 17分科会 4）」，
第 42回日本社会科教育学会・第 41回全国社会科教育学会・合同研究大会，愛知教育大学，1992年 9月 27日
【阿部信太郎】
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国際開発ジャーナル社，1993年 7月，95～103頁
海外シンポジウム報告：“e Activities of the Japan Branch of the IPR in Pre-War Times”, 太平洋問題調査会
（IPR）第 1回国際研究会議（e First International Research Conference on the Institute of Pacic Relations），
ハワイ大学マヌア校アメリカ研究学部，米国・ハワイ，1993年 8月 10日
国際会議報告：“e Activities of the Japan Branch of the Institute of Pacic Relations” （Internationalism in Pre-
war Japan: A Reappraisal of the Institute of Pacic Relations），アジア・北アフリカ研究会議（ICANAS: Inter-





論文（英文翻訳）：“e Role and Activities of the Japanese‒American Relations Committee in the Formation of 
the Japan Pacic Council”, translation by George M. Oshiro, 『渋沢研究』第 6号，渋沢研究会，渋沢史料館，
1993年 10月，2～16頁
評論：「『経済理解力テスト』を米国の教員に実施」，『経済教育』第 17巻第 7号，経済教育研究協会，1993年 10月，
9～11頁
学会報告（共同）：「高校生の経済理解力に関する全国調査：第 2回経済理解力テストの結果報告（自由研究発表







評論：「カナダ訪問記」，『世界と議会』第 377号，尾崎行雄記念財団 1994年 1月，28～29頁
























国際会議報告：“Basic Economics Tests in Japan: e Results in High Schools and the Comparison with University 
Students”, 『教育改革に関する国際会議（International Congress on Challenges of Education）』，カリフォルニ
ア州立大学サンバーナーディノ校主催，米国・ハワイ，1994年 7月 7日
論文（英文）：“e Activities of the Japan Branch of the IPR in Pre-War Times”, Rediscovering the IPR（Occasional 
Paper No. 2），ポール・F・フーパー編，ハワイ大学マヌア校アメリカ学科，1994年 8月，33～38頁
論文（英文）：“e Role and Activities of the Japanese-American Relations Committee in the Formation of the Ja-








海外学会報告（共同）：“Understanding of Economics by College Students: Japan‒U.S. Comparison”（Assessment 




















国際会議報告：“e Test of Basic Economics in Japan: On the Results and Proposals for High School Economics”, 
高校段階での経営・経済教育の新展開に関する国際会議（International Secondary Economics Education Con-
ference），英国経済・経営教育学会（e Economics & Business Education Association）& 全米経済教育協議
会（NCEE）他，英国・リバプール，1995年 4月 19日






評論：「『韓日経済教育セミナー』に参加して」，『経済教育』第 19巻第 2号，経済教育研究協会，1995年 5月，
5～7頁
国際会議司会（共同）：「戦前期国際主義者の夢と挫折：日本太平洋問題調査会の活動を中心として（第 22セッ
ション：1920年代から 1990年代におけるアジア太平洋地域の国際関係）」，第 18回太平洋科学会議（Pacic 






















研究ノート：『PBEC, PECC and APEC（Discussion Paper Series No. 5）』，早稲田大学 APEC研究センター & ア
ジア経済研究所，1996年 3月，42頁
1996年度（平成 8年度）
海外学会報告（共同）：“e Japan National Council of Institute of Pacic Relations and Search for International 
Coopetation in the Pacic, 1925‒1939”（IPRの回顧と再発見：土曜セッション 3-183）」，米国アジア学会・第
48回年次総会，米国・ハワイ，1996年 4月 14日【大城ジョージ】
海外セミナー報告（共同）：“China Challenge: Two Views”, フロリダ日米協会（Florida Japan Institute） & フロリ
ダ日本研究所（e Japan-American Society of Florida），1996年 4月 23日【ダージン・ペン】
単著：『アジア太平洋地域の INGO：IPR・PBEC・PAFTAD・PECC（叢書パイデイア 8）』，北樹出版，1996年 5
月，166頁
海外セミナー報告：“Saburo Okita and his ought on Pacic Economic Cooperation”，南部日本セミナー（South-
ern Japan Seminar），南部国際研究センター，米国・アトランタ，1996年 5月 3日
海外セミナー報告：“Pacic Economic Cooperation”, 第 17回アジア太平洋セミナー（Annual Asia-Pacic Semi-
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374


















共著（英文）：Consumer Economic Knowledge of High School Students in Japan: e Results of Consumer Economic 
Test, 消費者教育支援センター，1996年 9月，37頁【淺野忠克，猪瀬武則，蔵方耕一，新井明，栗原久，野田
宜弘，保立雅紀，山田幸俊，赤峰信，阿部信太郎】
海外学会（共同）：“Economic Literacy in Japan: Another Framework of the Scope and Sequence of Economic Ed-




国際会議報告：“On the Results of Economics Tests by University Students in Asia Pacic Region（Australia, Chi-












海外セミナー報告：“Activities of Australian and New Zealand Institutes of Pacic Relations before World War II”, 
3月公開セミナー（March Seminars），オーストラリア国立大学・豪日研究センター，オーストラリア・キャン
ベラ，1997年 3月 18日
















海外学会報告（共同）：“Japanese Business Strategy and Japan’s Role in East Asian Economic Integration”, 米国政
治学会・第 93回年次総会，米国・ワシントン D.C., 1997年 8月 28日【ダージン・ペン】
共著（英文）：International Comparative Study of Consumer Economic Understanding, 消費者教育支援センター，
1997年 9月，74頁【淺野忠克，猪瀬武則，蔵方耕一，新井明，栗原久，野田宜弘，保立雅紀，阿部信太郎】
論文（英語）：“e Activities of the New Zealand Branch of the Institute of Pacic Relations in Pre-war Times”, 
『社会科学討究』第 125号，早稲田大学アジア太平洋研究センター，1997年 9月，320～338頁
海外学会報告（共同）：“International Comparative Study of Consumer Economic Understanding: Australia and 





















論文（英語）：“On the Results of Economics Tests by University Students in Asia Pocic Region（Australia, China, 
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会）」，日本高等教育学会・第 1回大会，広島大学教育学部，1998年 5月 30日
共著：『第 2回生活経済テスト問題解説』，消費者教育支援センター，1998年 6月，31頁【赤峰信，淺野忠克，新
井明，猪瀬武則，蔵方耕一，栗原久，野田宜弘，保立雅紀，山田幸俊，阿部信太郎】
国際会議司会：“Asia and the Pacic between Great Wars and Japanese Intellectuals: On the Focus of Japanese Lib-
eralists’ Attitude toward Peace and War”, アジア学者国際会議（International Convension of Asia Scholars），ア







共著（英語）：Consumer Economic Understanding of High School Students in Japan: Results of Consumer Economics 




海外学会報告（共同）：“Economic Understanding of High School Students in Japan: Results of Consumer Econom-
ics Test II）”, 全米経済教育協議会（NCEE）・年次総会，米国・ワシントン D.C., 1998年 10月 15日【赤峰信】




会・第 14回全国大会，早稲田大学，1998年 11月 29日【赤峰信，淺野忠克，阿部信太郎，新井明，猪瀬武則，
蔵方耕一，栗原久，野田宜弘，保立雅紀，山田幸俊】
編著：『続・生活経済 Q&A：第 2回生活経済テスト』，消費者教育支援センター，1999年 3月，83頁【赤峰信，
淺野忠克，新井明，猪瀬武則，蔵方耕一，栗原久，野田宜弘，保立雅紀，山田幸俊，阿部信太郎】
共編：e Institute of Pacic Relations: Pioneer International Non-Governmental Organization in the Asia-Pacic 
Region（研究シリーズ 43号），早稲田大学アジア太平洋研究センター・太平洋問題調査会研究部会，1999年
3月，264頁
論文：“e Pre-World War II Japan Council of the Institute of Pacic Relations and International Secretariat: e 
Inquiry Series Problem”, e Institute of Pacic Relations: Pioneer International Non-Governmental Organization 
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論文（共同）：「学生の経済学理解の実状と経済教育：第 2回生活経済テストの結果をめぐって」，『早稲田教育評









経済学教育学会・関東地区第 1回研究例会，早稲田大学，1999年 5月 22日【淺野忠克，山田幸俊】
学会報告（共同）：「経済学教育：『第 2回生活経済テスト』の実施とその結果をめぐって（自由研究発表 II-1部








の国際比較分析（自由研究 II・第 6分科会）」，日本社会科教育学会・第 49回全国研究大会，横浜国立大学教育
人間科学部，1999年 10月 10日【淺野忠克，新井明，猪瀬武則，栗原久，保立雅紀，野田宜弘，山田幸俊，赤
峰信，阿部信太郎】
海外学会報告（共同）：“Consumer, Environment and Economics: International Comparison（Concurent Session 
5）”, 米国経済教育協議会（NCEE）・年次総会，米国・ボイジー，1999年 10月 22日【淺野忠克，阿部信太郎】









経済学教育学会・第 15回全国大会，富山大学，1999年 11月 14日【阿部信太郎，淺野忠克，新井明，猪瀬武則，
栗原久，保立雅紀，野田宜弘，山田幸俊，赤峰信】
海外学会報告：“e New Zealand Branch of the Institute of Pacic Relations: Origins and Subsequent Develop-


























（自由研究 2：高等学会と大学 2）」，日本高等教育学会・第 3回大会，桜美林大学大学教育研究所，2000年 5月
20日【淺野忠克，栗原久，山田幸俊】
学会報告：「戦前期ニュージーランド太平洋問題調査会の再建問題：ニュージーランド国際問題研究所との合併過



















共著（英文）：Financial Literacy among Japanese Students: Analysis of the Results of Consumer Economic Test III, 消
費者教育支援センター，2000年 10月，48頁【淺野忠克，赤峰信，猪瀬武則，蔵方耕一，新井明，栗原久，野
田宜弘，保立雅紀，山田幸俊，宮原悟，山根栄次，阿部信太郎】
海外学会報告（共同）：“Bewildered or Bewitched by Money”（Reseach Session 2），全米経済教育協議会（NCEE）・



























研究ノート（英文）：“Waseda University”（3. Pacic Area Studies in Japan, 3-2 Related Centers in Japan），Re-




























国際会議報告：“Activities of Four Branches of the Institute of Pacic Relations and oughts of Its Main Figures in 
Pre-War Time”, クロスロード会議（Crossroads Conference），ハワイ大学マヌア校，2001年 8月 10日
学会報告：「戦前期カナダの国際関係：カナダ太平洋問題調査会・カナダ国際関係研究所の発足過程を中心とし
て」，日本カナダ学会・第 26回年次研究大会，名古屋市立大学，2001年 9月 15日
学会報告（共同）：「高校生の生活経済に関する現状と日米国際比較分析（自由研究 II：第 5分科会）」，日本社会
科教育学会・第 51回全国研究大会，上越教育大学社会系教育講座，2001年 9月 23日【淺野忠克，阿部信太郎，
新井明，猪瀬武則，栗原久，保立雅紀，宮原悟，山根栄次】



































ジア太平洋討究（依田憙家教授退職記念号）』第 4号，早稲田大学アジア太平洋研究センター，研究 2002年 3
月，21～31頁
2002年度（平成 14年度）










究所 & 消費者教育支援センター，早稲田大学国際会議場第 3会議室，2002年 8月 6日～7日【ジョン・クロウ
（ニューヨーク州立大学オネオンタ校教授，経済教育レザーストッキング・センター所長），メアリー・ス－ター
（ミズーリ大学セントルイス校起業家・経済教育センター副所長）】
海外学会報告（共同）：“International Comparative Studies of Economic Literacy among University Students（Re-
search Session 1）”, 全米経済教育協議会（NCEE）・年次総会，米国・サンディエゴ，2002年 10月 11日【淺野
忠克，阿部信太郎，猪瀬武則】
学会報告（共同）：「経済的リテラシーの国際比較分析：Test of Economic Literacyによる調査とその分析結果」，日











最新第 2版・2008年 3月，289頁，最新版第 3版・2010年 2月，355頁）【上原行雄，大芝亮】
論文（共同）：「大学生の経済リテラシー：第 4回生活経済テストの結果を中心として」，『桜美林エコノミックス』
第 48・49合併号，桜美林大学経済学部，2003年 3月，75～86頁【淺野忠克，阿部信太郎，新井明，山田幸俊】
海外セミナー開催：“Economics Education: e Case in Japan”, オークランド大学ニュージーランド・アジア研究
所，ニュージーランド・オークランド，2003年 3月 26日【猪瀬武則（弘前大学教授），栗原久（信州大学助教
授），阿部信太郎（城西国際大学専任講師）】









海外学会報告：“Economic Literacy of Japanese High School and University Students Based on TEL3”, ニュージー
ランド経済学会（e New Zealand Association of Economics）・年次総会，ニュージーランド・オークランド，
2003年 6月 27日
海外セミナー報告：“Japan’s International Relationship with the Asia-Pacic Region: e Role of the Institute of 
Pacic Relations”, オークランド大学ニュージーランド・アジア研究所，ニュージーランド・オークランド，
2003年 8月 3日








海外学会報告（共同）：“An International Comparison of Economic Literacy among the United States, Japan, Korea 







会・第 19回全国大会，中京大学商学部，2003年 11月 9日
学会報告（共同）：「高校生・大学生の経済理解力の現状：経済リテラシー・テストの調査報告から」，経済学教育
学会・第 19回全国大会，中京大学商学部，2003年 11月 9日【淺野忠克，阿部信太郎，新井明，保立雅紀，山
田幸俊，山根栄次】
国際会議報告：“Explanation on Market Mechanism in Middle and High Schools Economic Textbooks in Japan”, 







































国際会議報告（共同）：“Economic Literacy of Japanese High School and University Students: An International Ap-
proach Based on TEL3”, 経済教育に関する国際会議（Economic Education Conference），南オーストラリア大
学，オーストラリア・アデレード，2004年 7月 14日【阿部信太郎】
共編：e Eye of the Earth: A Pacic Survey by John B. Condlie, 国際文献印刷社，2004年 8月，363頁【ピー
ター・G・コンドリフ】








国際会議報告（共同）：“Economic Literacy of Japanese High School and University Students: An International 
Comparison Based on TEL3”, 「アジア太平洋地域の経済学教育の現状と課題」，早稲田大学経済教育総合研究
所，早稲田大学国際会議場，2004年 8月 1日【淺野忠克，阿部信太郎】
特別講義：「アジア太平洋地域における日本とニュージーランド」，ビクトリア大学アジア学部日本語科オナー








海外セミナー開催：“Japan and New Zealand: e New Era in World Politics”, オークランド大学ニュージーラン
ド・アジア研究所，ニュージーランド・オークランド，2004年 9月 2日【佐島直子（専修大学准教授），岡部
孝道（駐ニュージーランド・オークランド総領事）】
海外学会報告（共同）：“Personal Financial Education in Japan According to Current Research: Field Testing Based 
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評論：「カンボジア訪問記」，『世界と議会』第 489号，尾崎行雄記念財団，2005年 3月， 30～31頁
2005年度（平成 17年度）
共編著：Towards the Construction of a New Discipline: International Conference Proceedings on the Re-evaluation of 
the Institute of Pacic Relations（IPR），論創社，2005年 6月，259頁【ジョージ・M・大城】
論文：“Reconstruction Issues of the New Zealand Branch of the Institute of Pacic Relations in Pre-War Times”, 
Towards the Construction of a New Discipline: International Conference Proceedings on the Re-evaluation of the 












海外学会報告（共同）：“FFFL（Financial Fitness for Life）-HS Test Results in Japan: Compared with the United 
States（D-85）”, 全米経済教育協議会（NCEE）・年次総会，米国・サンアントニオ，2005年 10月 7日【阿部信
太郎，淺野忠克，猪瀬武則】
学会報告（共同）：「高校生の金融に関する理解度の現状と課題：パーソナル・ファイナンス基礎テストの結果分
































海外学会報告（共同）：“Japanese Results of TUCE-4: Compared with American Results（Concurrent Session 
B-141）”, 全米経済教育協議会（NCEE）・年次総会，米国・ニューヨーク，2006年 10月 12日【佐々木謙一】













研究ノート（英文）：“A Record of a Career in the Institute of Pacic Relations: Editor’s Note”, 『渋沢研究』第 19
号，渋沢史料館，渋沢研究会，2007年 1月，3～3頁
責任編集：『渋沢研究』第 19号，渋沢史料館，渋沢研究会，2007年 1月，105頁
共著（英文）：Comparative Studies on Economic Education in Asia-Pacic Region: Economic Literacy in High School 













国際セミナー報告（共同）：“Personal Financial Literacy among Japanese Students: An Analysis of Results of Fi-
nancial Fitness for Life eme Test”, ハワイ大学経済学部 &ハワイ大学経済教育センター&ハワイ州経済教育




編集：『朝河貫一研究会ニュース：No. 1～No. 60』，朝河貫一研究会，2007年 5月，489頁
シンポジウム開催：「『朝河貫一研究会ニュース：No. 1～No. 60』合本出版記念シンポジウム」，朝河貫一研究会，
早稲田大学中央図書館 1階会議室　2007年 5月 11日【片桐庸夫（群馬県立女子大学教授），増井由紀美（敬愛
大学准教授），山内晴子（玉川聖学院講師）】
国際会議報告（共同）：“Personal Finance Literacy among High School Students in Japan: Test Results from Field 
Research”, 国際公民社会経済教育学会（International Association for Citizenship, Social & Economics Educa-




国際セミナー報告（共同）：“Economic Literacy of University Students in New Zealand and Japan: A Compari-




海外学会報告（共同）：“FFFL-MS Test Results for Japan Compared with the United States”（New Development in 
Pre-College Testing: BET （US），TEK （US），FFFL （Japan）：C-116」，全米経済教育協議会（NCEE）・年次総会，
米国・デンバー，2007年 10月 5日【淺野忠克，樋口清秀，猪瀬武則】
学会報告（共同）：「パーソナル・ファイナンス初級テスト（第 8回生活経済テスト）の実施とその結果分析：日
本の大学生と高校生の比較（自由研究 II・第 2分科会）」，日本社会科教育学会・第 57回全国研究大会，埼玉大
学教育学部，2007年 10月 8日【猪瀬武則，淺野忠克，阿部信太郎，山根栄次，栗原久】
学会報告（共同）：「中学生段階の金融経済リテラシーの現状（自由研究 II・第 2分科会）」，日本社会科教育学会・




























国際セミナー報告（共同）：“Personal Financial Literacy among Japanese Students: An Analysis of Results of FFFL 













海外学会報告（共同）：“History of Economic Education in Japan: Retrospect and Prospect”（Session1 e Status 














国際会議報告（共同）：「Comparison of Economic Literacy between New Zealand and Japan」，「アジア太平洋地
域におけるニュージーランドと日本の役割：安全保障・経済・文化交流を中心として」，日本ニュージーランド




ア太平洋研究科創立 10周年記念号）』第 11号，早稲田大学アジア太平洋研究センター，2008年 10月，67～
83頁
























国際シンポジウム報告（共同）：“e Present State of Economic Education in Japan”, 経済教育に関する国際シン
ポジウム，アメリカ経済学会経済教育委員会（American Economic Association’s Committee on Economic Ed-
ucation）&経済教育協議会（CEE），米国・サンフランシスコ，2009年 1月 6日【淺野忠克，阿部信太郎】
共著：『アメリカの高校生が読んでいる起業の教科書』，アスペクト，2009年 3月，236頁【淺野忠克】
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海外学会報告（共 同）：“e Present State of Economic Education in Japan: A Case of Secondary Schools”（Re-




を中心として」，パーソナルファイナンス学会・第 10回全国大会，早稲田大学，2009年 11月 15日【淺野忠克，
阿部信太郎】
学会報告（共同）：「経済を教える高等学校教員の属性と意識：アンケート予備調査の結果から（自由研究 II-第 17























海外シンポジウム報告（共同）：“Economic Education for Undergraduate Students in Japan: e Status Quo and 
Its Problem”, 経済教育と高齢化社会の人的資本に関するシンポジウム，国立成功大学経済学系，台湾・台南，
2010年 5月 4日【淺野忠克】











学会・分科会司会（共同）：「アジア・太平洋地域の経済教育（分科会 4），（分科会 8），（分科会 14）」，経済教育




論文（共同：英文）：“e Present State of Economic Education in Japan”, e Journal of Economic Education第 41
巻第 4号，Routledge, 2010年 10月，448～460頁【淺野忠克，阿部信太郎】
海外学会報告（共同）：“Results of the Test of Economic Knowledge in Japan: Facts and Findings”（International 
Comparisons Pre-college Economics Knowledge in Asia: Research Session 70），経済教育協議会（CEE）・年次
総会，米国・マイアミ，2010年 10月 9日【淺野忠克】
学会報告（共同）：「もうひとつの金融経済リテラシー：教育・経済学部学生への経済倫理調査結果（自由研究
II・第 4分科会）」，日本社会科教育学会・第 60回全国大会，筑波大学，2010年 11月 14日【猪瀬武則，栗原久，
高橋桂子，山根栄次，篠原総一，淺野忠克】
学会報告（共同）：「中学生の経済リテラシーの現状と課題（自由研究 II・第 4分科会）」，日本社会科教育学会・
第 60回全国大会，筑波大学，2010年 11月 14日【淺野忠克，阿部信太郎】
海外セミナー報告（共同）：「日本におけるパーソナル・ファイナンス教育：米国 CEE（全米経済教育協議会）と





























学会報告（共同）：「第 2回パーソナル・ファイナンス・リテラシー調査の結果について（自由研究 II―第 6分科






論文（共同：英文）：“e Quality and Attitude of High School Teachers of Economics in Japan: An Explanation of 
























海外コロキウム開催：“Economic Education in Japan and Germany”, 独日コロキウム，早稲田大学ヨーロッパ・
センター，ドイツ・ボン，2012年 8月 31日【ブリギッタ・ウェーバー（ケルン大学教授），淺野忠克（山村学
園大学准教授），阿部信太郎（城西国際大学准教授）】
国際会議報告（共同）：“Quality and Attitude of High School Teachers of Economics in Japan: An Explanation of 
Sample Data”（Session F: Economic Education—A Global View），欧州経済学教育学会（Association of Europe-
an Economic Education）・第 19回国際会議，欧州経済教育学会，ドイツ・バードホーネフ，2012年 8月 29日
海外コロキウム報告（共同）：“Personal Finance Education in Japan: Time Series Analysis for High School-Uni-






















国際会議報告（共同）：“Personal Finance Literacy between New Zealand and Japan”（Session 5: Japan and New 






















田教育評論』第 27巻第 1号，早稲田大学教育総合研究所，2013年 3月，49～65頁【稲葉敏夫，淺野忠克，阿
部信太郎，高橋桂子】
論文（共同：英文）：“Personal Financial Literacy among High School Students in New Zealand, Japan and the Unit-






































ランド・アジア学会・第 20回大会，オークランド大学，2013年 11月 24日
論文：「1929年の京都会議と 1931年の上海・杭州会議に参加したニュージーランド女性：エイダ・ベラ・ヘイ
（コッカー）の生涯」，『渋沢研究』第 26号，渋沢研究会，渋沢資料館，2014年 1月，3～12頁












学会報告：「ニュージーランド人で，太平洋問題調査会関係者（Institute of Pacic Relations）であったベラ・ヘイ










文化学会・第 13回全国大会，山口県立大学，2014年 7月 5日
研究会報告：「朝河貫一研究会の歩み」，朝河貫一研究会・第 99回研究例会，国際文化会館，2014年 7月 16日
随想：「朝河研究への貢献に感謝し，在りし日を偲ぶ会：会長挨拶」，『朝河貫一研究会ニュース』第 83号，朝河
貫一研究会，2014年 8月，6～10頁
論文（共同：英文）：“Factors Associated with Financial Literacy among High School Students in New Zealand”, 











研究会報告：「太平洋問題調査会と渋沢」，渋沢研究会・第 200回記念研究例会，二松学舎大学，2014年 11月 29日
共編著：『朝河貫一資料：早稲田大学・福島県立図書館・イェール大学他所属（研究資料シリーズ第 5号）』，早稲
田大学アジア太平洋研究センター，2015年 2月，394頁【増井由紀美，五十嵐卓，山内晴子，佐藤雄基】
論文（共同：英文）：“How to Reason with Economic Concepts: Cognitive Process of Japanese Undergraduate Stu-




論文（共同：英文）：“Validating Test Score Interpretations by Cross-National Comparison: Comparing the Results 
of Students from Japan and Germany on an American Test of Economic Knowledge in Higher Education”, 








論文（共同：英文）：“Gender Eects in Assessment of Economic Knowledge and Understanding: Dierences among 
Undergraduate Business and Economics Students in Germany, Japan, and the United States”, Peabody Journal of 











II-第 13分科会）」，社会科教育学会第 65全国大会，宮城教育大学教育学部，2015年 11月 8日【淺野忠克，阿
部信太郎】
学会報告（共同）：「高校生・大学生のパーソナル・ファイナンスに関する概念の習得状況と課題（自由論題③）」，














論文（共同：英文）：“Macroeconomic Knowledge of Higher Education Students in Germany and Japan: A Multi-














随想：「小松隆二先生の”e New Zealand Order of Merit”受章のご報告」，『日本ニュージーランド学会誌』第
23巻，日本ニュージーランド学会，2016年 7月，4～4頁
学会・分科会司会（共同）：「国際交流と平和構築：戦間期太平洋問題調査会（IPR）と参加日本人（共通論題②）」，



























国際シンポジウム報告：「Comparative Analysis of Economic Literacy among High Schooland University Students 
in Japan」，「日独の経済学教育に関する国際シンポジウム」，経済教育総合研究所，早稲田大学アジア太平洋研
究センター，2017年 10月 14日【淺野忠克，阿部信太郎】
海外学会報告（共同）：「e Present State and Problems of Economic Literacy among HighSchool and University 
Students in Japan（Stream A）」，New Zealand Asia（NZASIA）Conference 2017, オタゴ大学，ニュージーラン
ド・ダニーデン，2017年 11月 27日【阿部信太郎】
随想：「鍾清漢先生を偲ぶと共に，国際アジア文化学会での活動に感謝して」，『鍾清文選第 3集：わが友よ（鍾清


















国際シンポジウム報告（共同）：「Economic Literacy of Japanese High School and University Students and the Re-
viesd Cource of Study」，「Valid Assessment of Students` Development of Professional Business and Economic 
Competencies over the Course of their Studies: A Quasi-experimental Longitudinal Study」，German WiwiKom 
II Research Project, ヨハネス・グーテンベルグ大学マインツ，2018年 12月 14日【阿部信太郎】
研究会報告：「渋沢研究会での太平洋問題調査会の研究史」，渋沢研究会・第 234回研究例会，早稲田大学アジア
太平洋研究センター，2019年 1月 12日
最終講演：「私の研究史（太平洋問題調査会（IPR）研究，経済教育研究，ニュージーランド研究）」，2019年 2月
2日，早稲田大学早稲田キャンパス，15号館 102教室
